
　

年
度
支
部
通
常
総
会
開
催

安
樂
良
幸
会
員
ト
吚
プ
当
選

四

月

二

十

六

日

、
滝

川

市

議

会

議

員

選

挙

に

立

候

補

し

て

い

た

安

樂

良

幸

支

部

会

員

 

�

�

�
︵

現

在

は

顧

問

︶
が

見

事

初

陣

を

飾

り

堂

々

の

ト
ッ

プ

当

選

を

果

た

し

た

。
投

票

時

間

終

了

と

同

時

に

案

樂

選

挙

対

策

本

部

に

続

々

支

援

者

が

集

ま

り

開

票

状

況

に

�

釘

付

け

に

な

り

見

入

っ

て

い

た

。

午

後

十

時

、
第

一

回

目

の

開

票

結

果

が

�

入

る

と

、
ど

よ

め

き

が

起

こ

り

、
関

係

者

の

顔

に

安

堵

の

表

情

が

、
そ

の

直

後

、
�

安

樂

候

補

者

と

ご

家

族

が

事

務

所

入

り

し

、

田

口

昭

雄

選

対

本

部

副

会

長

か

ら

開

票

率

四

十

七

％

で

勝

利
﹁

当

確

﹂
宣

言

を

し

て

会

場

は

喜

び

に

溢

れ

た

。
最

終

結

果

は

、
新

人

で

ダ

ン

ト

ツ

の

ト
ッ

プ

当

選

と

な

っ

た

。

案

樂

候

補

者

と

奥

様

が

ダ

ル

マ

に

目

を

入

れ

、
勝

利

を

噛

み

し

め

ま
黒井�巌 後援会会長と喜びの万歳三唱の安樂氏

滝川支部だより 支部便り第５号
平成27年７月１日

公益社団法人　隊友会
札幌地方隊友会　滝川支部

五

月

十

日

、
支

部

は

平

成

二

十

七

年

度
﹁

支

部

通

常

総

会

﹂
を

開

催

し

た

。
総

会

は

国

歌

斉

唱

で

始

ま

り

、
昨

年

か

ら

�

今

年

に

入

っ

て

亡

く

な

ら

れ

た

物

故

会

員

三

名
︵

下

田

・

�

石

井

・

西

谷

氏

︶
の

ご

冥

福

を

祈

り

、
黙

祷

を

捧

げ

た

後

、
藤

本

宗

光

会

員

を

議

長

に

選

任

し

て

議

案

の

審

議

に

入

っ

た

平

成

二

十

六

年

度

事

業

報

告

・

収

支

決

算

報

告

の

後

、
本

年

度

の

事

業

計

画

等

の

審

議

が

整

斉

円

滑

に

審

議

さ

れ

た

結

果

全

議

案

が

承

認

可

決

さ

れ

た

。
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

今

年

度

の

特

性

と

し

て

①

派

遣

等

で

長

期

不

在

す

る

滝

川

駐

屯

地

の

隊

員

家

族

に

対

す

る

家

族

支

援

に

つ

い

て

部

隊

と

の

支

援

要

領

の

具

体

化

②

駐

屯

地

曹

友

会

と

の

交

流

事

業

③

公

共

団

体

等

へ

の

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

活

動

に
﹁

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

保

険

﹂
を

活

用

④

駐

屯

地

定

年

退

官

紹

介

行

事

に

出

席

し

て

隊

友

会

記

章

を

贈

呈

⑤
﹁

支

部

だ

よ

り

﹂
を

定

期

的

に

発

行

し

て

支

部

の

活

動

状

27

ル

ピ

ナ

ス

の

群

生
(

音

江
)

開会宣言をする根本事務局長

滝
川
駐
屯
地
ア
ラ
カ
ル
ト

日

本

一

の

菜

の

花

畑

作

付

け

面

積

戦

闘

訓

練

�

五

月

二

十

七

日

五

月

二

十

八

日

�

二

十

五

キ

ロ

行

進

訓

練

我が子の姿を追い求めるご家族

四
月
四
日

、
八
十
八

名

ト

ト

ロ

峠

深

川

に

あ

る

猫

バ

ス
季節のたより

家

族

の

出

迎

え

の
自
衛
官
候
補
生

の入
隊
式
(

駐
屯

地
)



懐かしい方をアップしました

② ①

前

夜

祭

は

ホ

テ

ル

ス

エ

ヒ

ロ

に

お

い

て

午

後

六

時

か

ら

開

催

さ

れ

、
懐

か

し

い

方

と

の

再

会

に

、
時

間

の

経

つ

の

も

忘

れ

て

い

た

。

夜の更けるまで、語り、また翌日
は、記念日当日、��中には三次
会、四次会・・・・と日付変更線を
超えた方もいたとか？

ジン小尉の名付け親

部

長

な

ど

滝

川

市

著

名

人

が

出

席

し

、
七

十

年

前

の

大

戦

で

尊

い

命

を

落

と

し

た

先

人

に

思

い

堂
々
行
進
市
中
パ
レ
呎

ド

平

成

二

十

七

年

六

月

二

十

日

、
滝

川

市

内

ベ

ル

ロ
ー

ド

に

お

い

て

、
滝

川

駐

屯

地

創

設

六

十

周

年

記

念

市

中

パ

レ
ー

ド

が

盛

大

に

行

わ

れ

た

。

絶

好

の

パ

レ
ー

ド

日

和

に

恵

ま

れ

会

場

の

ベ

ル

ロ
ー

ド

に

は

、
大

勢

の

市

民

が

訪

れ

、
自

衛

隊

の

近

代

装

備

を

間

近

に

見

て

驚

き

の

声

が

聞

か

れ

た

。

我

が

隊

友

会

滝

川

支

部

も

パ

レ
ー

ド

に

全

面

的

に

支

滝川駐屯地創設６０周年記念前夜祭を主催

佐々木会員と佐藤秀樹氏

出席者全員の集合写真

寺分氏・下野氏

歴代駐屯地司令、左から國見氏、山本氏、千葉氏、宮下
氏、北村氏、原田氏、首藤氏の7名が出席した。

市中パレード本管中

六
十
周
年
特
集

滝川駐屯地創設六十周年記念行事（特集）

祝賀会鏡割り

滝
川
市
戦
没
者
追
悼
式

六

月

十

一

日

午

前

十

一

時

か

ら

滝

川

神

社

に

て

、
平

成

二

十

七

年

度

戦

没

者

追

悼

式

が

厳

か

に

行

わ

れ

た

。

こ

の

日

、
市

長

は

じ

め

遺

族

会

会

長

、
ご

遺

駐
屯
地
盆
踊
り
　
　
　
　
　
　
八
月
五
日

千葉元司令と川嶋会員

m
ail_m

asa@
w

aride
.n

e
t

行
　
　
事

支
部
に
関
す
る
情
報
を
努
め
て
早
く
皆
様
の
元
に
お
届
け

す
る
た
め

厒
皆
様
が
使
用
し
て
い
る
メ
呎

ル
Ａ
Ｄ

咁
パ
ソ

コ
ン

厒
携
帯

咂
を
本
部
に
登
録
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す

厓

ピ
ン
ネ
マ
ラ
ソ
ン
　
　
　
　
　
七
月
七
日

支
部
か
ら
の
連
絡

八
月
二
十
三
日
(

日
)

に
札
幌
地
方
隊
友
会

五
日
ま
で
事
務
局
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
.

開
催
予
定
で
す
.
 

参
加
希
望
者
は

厒
七
月

主
催
の
支
部
対
抗
パ
呎

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

山下　優氏と北村会員

前夜祭で太鼓デビューの
ＷＡＣ

こ
ん
に
ち
は

厒
O
B
の
職
場
訪
問

飯田氏(元３科長)

原田元司令ご夫妻

しぶき太鼓（パレード）

宮下元司令ご夫妻

山本元司令

カメラを向けると敬礼で応えてくれ
た、美女軍団（パレード）

�

今

回

は

、
赤

平

市

の

西

出

興

業

株

式

会

社

営

業

部

で

勤

務

し

て

い

る

、
蔵

谷

勲

O

B
︵

退

職

時

業

務

隊

輸

送

班

︶
と

高

橋

啓

司

O

B
︵

第

2

普

通

科

中

隊

︶

を

突

撃

訪

問

し

、
お

話

を

聞

き

ま

し

た

。
お

二

人

と

も

平

成

二

十

三

年

十

一

月

か

ら

こ

こ

に

勤

務

し

、
蔵

谷

O

B

は

、
夏

は

ス

ト
ー

ブ

な

ど

精

密

機

材

の

分

解

整

備

を

担

当

し

、
冬

は

給

油

業

務

を

担

当

し

て

い

ま

す

。
一

方

高

橋

O

B

は

、
水

の

販

売

業
︵

ク

リ

ク

ラ

︶
を

担

当

し

て

い

ま

す

。
こ

こ

に

お

世

話

に

な

っ

て

か

れ

こ

れ

四

年

半

を

迎

え

仕

事

に

も

慣

れ

、
充

実

し

た

毎

日

を

送

っ

て

い

る

と

の

こ

と

で

し

た

。

こ

れ

か

ら

就

職

す

る

後

輩

に

ア

ド

バ

イ

ス

は

？

と

尋

ね

る

と

二

人

共

﹁

人

間

関

係

を

大

切

に

﹂

と

答

え

ま

し

た

。
な

ぜ

と

聞

く

と

部

隊

で

は

、

自

衛

官

同

士

の

会

話

し

か

な

い

が

、
一

般

社

会

で

は

誰

隔

た

り

な

く

話

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、
必

然

的

に

会

話

が

大

事

に

な

る

。


